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「新世紀とやま文化振興計画(仮称)」の策定について

＜社会経済情勢の変化＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜県民＞

＜社会経済情勢の変化＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜県＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜県民＞　







　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜企業等＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜企業等＞　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（参考）　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜施設＞　　　　


＜国＞　　　　　　　　　　　　　　　　　＜他県＞

　＜国の動き・他県の動き＞     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○求められる心の豊かさ（平成16年内閣府「国民生活に関する世論調査」）


　　心の豊かさを重視59.0％　物の豊かさを重視29.1％


　


○少子高齢化の進展、市町村合併、都市化（ドーナツ化）の進展


・県内の合計特殊出生率（H2→H15）　1.56人→1.35人　H16概数1.37人


・富山県の人口（H17.4推計）　1,115千人（H10ピーク 1,126千人）


　・県内の65歳以上の人口割合（H2→H12）　15.1％→20.8％


・県婦人会員数（H12→H16）　81千人→61千人


・市町村数　３５→（H17.4）２１→(17.11)１６→(18.4)１５


課題⇒コミュニティの弱体化、地域伝統文化の担い手不足





○地域や経済と文化


・芸術文化・伝統文化の振興…人々に元気、地域社会を活性化など


県内の国指定文化財である伝統芸能等　5件（全国　237件）


国指定文化財である曳山行事　      　3件（全国　 25件）


・文化投資の経済波及効果　２倍以上　      （H12　文化庁試算）


課題⇒文化による地域経済の活性化、文化的産業の創出、観光振興





○情報化の進展


・インターネット人口普及率（H16）　全国49.0％　富山県39.8％


課題⇒文化の創造、発信方法が変化…マルチメディア活用など発信の充実





○国際化の進展


　・県民の海外渡航者数　(H10→H14)　91,600人→88,938人


・県内の外国人登録状況(H10→H15)　8,433人→12,088人


・国際定期便路線　ソウル(H5)、ウラジオストク(H6)、大連(H10)


・富山から世界へ芸術文化を強力に発信


　　2005年日本・ＥＵ市民交流年チェコ国立劇場「富山の日」公演派遣


　　H18～利賀における「国際舞台芸術人材育成事業」の展開


課題⇒多様な文化交流の展開と世界に誇れる文化の創造と発信





○県民・企業の社会貢献活動への参加意識の高まり


ＮＰＯ法の施行（H10）…県内ＮＰＯ認証法人数　120法人（H17.5）


（社）企業メセナ協議会の設立（H2）H15活動費総額　224億2517万円











○県民の県政施策満足度(H16「県政世論調査」)


「芸術・文化の振興」25.1％が満足　施策65項目中　12位





○県民の意識(H9「文化に関する県民アンケート」)


　・「日常生活における文化活動は、自分にとって大切か。」


　　　大切だ　75.0％　　　大切でない　11.6％


　・「この1年間に出かけた文化に関する催し」


　　　各種美術展　50.5％　　　　　　　　　音楽の公演　40.6％


　　　演劇・演芸の公演　27.5％　　　　　　舞踊の公演　12.1％


　　　茶会・生け花などの生活文化展　34.9％、


　　　文芸に関する大会・講演など　27.7％　映画の上映　43.1％


　　　民謡大会・祭礼行事など53.8％





○ 県民の行動（H13総務省「社会生活基本調査」…趣味・娯楽関係）


・茶道…全国１位　・華道、邦楽、美術鑑賞…一桁台上位


・演劇、音楽など文化鑑賞活動も全国平均以上　・楽器演奏29位


課題⇒青少年の育成、芸術団体・芸術家の文化活動への支援





○ＮＰＯ・ボランティア活動


・ＮＰＯ（文化、芸術、スポーツ関係）　33法人(H17.5)


・ボランティア活動団体（芸術文化分野）27団体(H17.4)　


・文化ホールボランティア　ステージ　　17館（18組織） 430人


サポーター　18館（29組織）8,102人


　・美術館、博物館ボランティア　　　　　21館（25組織）3,357人


課題⇒ＮＰＯ、ボランティア活動の活性化





○文化芸術振興基本法(H13.12制定)　　　　　 ○文化条例制定(H10→H17)


○文化芸術推進基本方針（H14.12閣議決定）　　　　４県→１１県


○地自法で指定管理者制度導入（H18.9期限）


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　





世界に羽ばたく『元気とやま』創造計画の策定中（１８年秋以降答申予定）


元気な富山県づくりのために、「活力」、「未来」、「安心」をキーワードとする重点施策を推進するとともに、中長期的な視点に立って、県づくりの目指すべき方向を明らかにする。








富山県民文化計画（平成10年4月）の体系


　・新世紀の文化を担う人づくり


　・豊かな文化活動の場づくり


　・多様な文化活動のネットワークづくり


　・文化情報の収集、提供


　・文化に関する産業の振興等


　・うるおいとやすらぎのある環境の整備


　・公共施設等の文化性の導入


　・行政サービスの文化化の仕組みづくり





○メセナ活動の動向　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


・新川文化ﾎｰﾙ振興協議会(130社)・高岡文化ﾎｰﾙ音楽友の会(367人）


・企業メセナ文化ホール事業（H16 3施設で実施）


 課題⇒メセナ活動などの推進











○文化に親しむ人の育成


　・県民の文化活動への参加促進


　・様々な鑑賞機会の充実


○質の高い文化の世界への発信


　・質の高い文化を創造する場づくり


　・質の高い文化を担う人づくり


○文化による地域づくり


　・地域固有の地域文化の発掘、継承、発展


　・地域文化を活かした地域づくり





�








○文化活動基盤の状況


　・座席数300席以上の文化ホール数(H9→H14)　27館→28館


・県内美術館、博物館数(H9→H16)　30館→34館


・文化ホール自主文化事業　215事業、261公演（Ｈ15）


課題⇒市町村合併などによる施設の役割見直し、老朽化施設の改修等





世界に発信する芸術文化を振興、“芸術文化に親しむ拠点確保・整備事業”(仮称)などにより地域の多彩な文化活動を支援（知事マニフェスト）


　





方向性の例示








